2016.02.04

化学工学会　ＣＥ分科会関西　議事録
1． 日時　：平成28年2月４日（火）15：00～17：45
2． 場所　：クボタ環境サービス　3号館第1会議室　＜兵庫県尼崎市＞
３．　　出席者：清水(ｵｵﾅﾐ)、大石(大石ｺﾝｻﾙ)、岡本(PCM)、奈良橋(ｸﾎﾞﾀ環境　記)
４．　　議事　　

※　下線部は　決定事項です。
１）連絡＆ＳＩＳ部会報告事項　（清水会長）
・２０１６年度　ＳＩＳ部会事業計画の説明。
・２０１６年度　化学工学年鑑の「コストエンジニアリング」の執筆は昨年通り原案を原さん

にお願いし、検討するものとする。
・会計一本化の改定案(第３案)について説明。　⇒　ＣＥ分科会は会計規模も小さく賛成する事

とする。　

⇒会計の１本化目的＝　会計の見える化　、部会活性化
＜第３案＞

(1)分科会の銀行口座は、部会のサブ口座として存続させる。（部会サブ口座の残高はあくまで部会の資産であり、予算承認を受けた内容でしか分科会は使用できない。） 
(2)分科会の活動資金は部会本体の口座からサブ口座に 適正な額を入金する。また、会計一本化に移行時には、適正額を残し、分科会の口座から部会本体の口座へと送金を実施する。 
(3)会費（およびコンテスト協賛金）は分科会で請求書を発行し、 部会本体の口座に振り込んでもらう。（振込先は変更になる） 
(4)請求書払いの場合は、分科会で部会サブ口座から出金して 振込み処理を行う。現金での支払いの場合も部会サブ口座 から出金する。最低限の手持ち現金を保有することも可能 とする。源泉徴収額の化学工学会への送金も、分科会で 実施する。 
(5)行事ごと科目ごとの予算申請額の１１０％（１０％の超過 までは認める）以内の出金であれば、分科会で出金できるが、これを超える場合は、部会幹事会の承認を必要とする。 
(6)部会サブ口座の入出金および手持ち現金からの支払い等は、原則として行事ごとに定型のExcelファイルに入出金額と残高の  　情報を入力し、部会会計担当者にメールで送付する。 部会会計担当者は、送付されてきたExcelファイルを取り込み、 部会の出納簿を更新する。 
(7)特定資産については、使用目的を再度申請し、承認が 得られたものは、目的用途の部会の特定資産とする。 　 現在の特定資産で目的が定められないもの、および 使途の承認が得られなかったものは、部会の一般会計に 繰り入れる。
(8)決算処理は部会担当者が出納簿に基づいて実施し、分科会では決算作業の必要ななくなる。（証拠書類と 通帳コピーおよび残高証明書の提出は必要） 
２）　会計報告（Ｈ２７年決算案）の説明（奈良橋）
　　　収入は、個人会員収入２７千円＋部会交付金１００千円＋繰越金３．８１千円の

１３０.815千円。　支出は事務負担金２.1千円＋管理費支出（旅費交通・会議費等）
９９.874千円の　１０１.974千円、　繰越し２８.841千円　とする。

３）今後のＣＥ分科会のあり方(活性化)について　
①まず会の目的を明確にする必要。　社会に貢献できる事が重要→アウトプットが必要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（清水）

②(大石氏)活性化案

　・化学工学とは、プラント設計とは違いプロセス設計を行うことと言った根本的議論が必要。
　・コストの定義が必要【費用】、【原価】、【キャッシュフロー】【ＤＣＦ】のいずれか？
　・省エネを考える事。

　　　　　・東南アジア向けのインフラ見積の手法を検討する。従来のコストと使用期間(スパン)が違う。

　　　　　・エンジニアリングの定義を考える。　エンジニアとは日本では大学の技術系を卒業した者。
アメリカでは、個々の事象を数字に置き換えて考える事。1/3は技術者。1/3はファイナン

シャルエンジニアで企業経営を考えるもの。1/3はマネージメントエンジニアで人事管理も

含めたプロマネのようなもの。
 ③(岡本氏)　活性化案

　 ・資格制度を設ける

　 ・日本コスト工学会の一定の部分を共同検討する。

 ④東京での議論を説明。＜活性化案＞　（奈良橋）
　 ・例会の議事録、会合案内を　ＳＩＳ部会掲示板に公開する。
　 ・無料・有料セミナーを実施する

　 ・アスペンテック(旧アイカラス)の積算ソフトとタイアップし、アカデミック版を作って貰い大学に販売。大学で積算ソフトでは判らないコスト積算補足説明をＣＥ分科会が行う。

　 ・セミナー会社等と提携し、「教育として」メンバー各社等の要望から講師、聴衆を準備することで、希望するコストエンジニアリングを含む講習をリーゾナブルな価格で提供する。

　⑤＜結論＞

ⅰ)例会の議事録、会合案内は、東京で出席者に対するセキュリティを担保できる方策が準備出来た時点で実施する。　従来の会社事務所や工場では、不特定多数の参加者にセキュリティ上対応できない恐れがある。　西地区では次回から一般会場を使用し会場使用料を事業費に計上する。

ⅱ)その他活性化案は比較的現役世代の多い　東分科会で案を出して貰い、西地区で検討する形とする。⇒　継続検討とする。（本日、西地区は高齢者ばかりの為、判断が難しい為。）

　　　４）その他
　　　　　①テクレポは今年度は実施しない。
　　  　　②次回年会（関西大学）は　清水会長と奈良橋が参加。

　　 　　 ③秋季大会は事業計画通り参加する。　シンポジウムテーマはメールにて相談する。
５）次回は　４月２０日（水）１４：００～　芦屋市市民ホール（案）にて。　
改めて会長より案内状送付。
以　　上
